
第 11 回野々市市図書館を使った調べる学習コンクール募集要項 

R5.7.4 

野々市市教育委員会 

 

主催 学びの杜ののいちカレード  

＜共催＞ 野々市市教育委員会（教育総務課・生涯学習課） 

＜後援＞ 野々市市小中学校研究会図書館部会、野々市市公民館連合会 

目的 ・図書館資料をはじめ様々な情報を活用した調べる学習を通じて、児童生

徒らが自ら考え、判断し、表現する力を育む。 

・応募された作品を評価することで、学校図書館司書や司書教諭の図書館

活用の指導力を高める。 

・児童生徒の研究成果物を通じた教育活動と公民館活動の連携により、環

境問題や SDGs に対する市民の意識向上を図る。 

作品募集期間 令和５年９月１日（金）までに各学校に提出 

募集対象 野々市市内在住・在学の小・中学校の児童生徒 

表彰式 令和５年 11 月下旬予定 （会場）学びの杜ののいちカレード 

授与する賞 最優秀賞 優秀賞 優良賞 努力賞、市公民館長賞 

副賞 楯 参加賞 応募者全員に参加賞を贈呈 

応募方法 

 

１作品につき「応募カード」を添えて、学校の担任に提出する。 

各学校に応募された作品は、学校図書館司書、司書教諭が教育総務課に提出

する。 

応募作品 公共図書館や学校図書館を使って調べまとめた作品 

・身近な疑問や不思議に思うこと、興味があることなど、テーマは自由 

・コンクール等への未発表の作品 

・授業中に調べたものの中からの応募も可 

応募作品の形態 ・小学生  ：最大Ｂ４サイズまで、５０ページ以内 

・中学生以上：最大Ａ４サイズまで、５０ページ以内 

・調べるときに利用した資料名及び図書館名を必ず書く 

＊集めた情報をまとめた資料集を「別冊」として添付することができる。 

応募作品の扱い ・校内における一次審査、市小中学校研究会図書館部会及び市公民館連合

会による二次審査を実施し、上位作品は、公共財団法人図書館振興財団が

主催する全国コンクールの三次審査に推薦されます。 

・全国コンクールで入賞した作品の著作財産権は、公共財団法人図書館振

興財団に帰属します。 

その他留意点など ・生成 AI の利用については、「図書館を使った～」というタイトルや、「見

る・聞く・体験活動」をふまえた作品を募集するという、本コンクールの

主旨に反すると考えるため、保護者の責任において、文章の校正作業に用

いる以外の利用を禁ずるものとする。（※審査対象外とすることがある） 

 


